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株式会社ヤマダ・エスバイエルホーム

実生活者モニターにより、
『ＮＫ細胞の活性化 』を、住空間で立証

美しい空気が“心地良さ”に加えて、“健康を呼び込む予防医学”の領域へ

　株式会社ヤマダ･エスバイエルホーム（本社：大阪市北区、代表取締役社長：長野純一、以下ヤマダＳｘＬ）では、『癒
しと健康』をテーマに心地良い空間創りや健康維持増進をサポートする様々な研究開発を進めてまいりました。特に自然素
材で調湿・消臭・ＶＯＣ分解などの空気浄化機能を備えた木炭塗料を寝室などの壁・天井面に塗布し、高品質木炭の通電特
性を活かした、部屋の空気環境をマイナス荷電粒子（いわゆるマイナスイオン）がプラスイオンよりも優位となる室内環境
を創りだす「空気イオン改善装置」によるシステム『Wellness Air』（ウェルネスエアー）の技術開発を推進してまいりま
した。
このシステムにより創りだされた室内環境で実際に生活をし、２年間にわたって生体解析を行った結果、ＮＫ細胞が活性化
することが、川崎医科大学の大槻剛巳教授とヤマダＳｘＬ及びアーテック工房㈱の産学共同研究により実証され、その学術
論文が国際学術誌「ＰＬＯＳ ＯＮＥ」にて世界に紹介されました。

ＮＫ（ナチュラルキラー）細胞は身体の免疫機能を司るリンパ球の一種で、ガン化した細胞やウィルス感染した細胞を攻撃
し、それら異常細胞の拡大を防ぐ役割があります。今回の産学共同研究（長期モニターによる生体解析研究）により、本シ
ステムによる「マイナス荷電粒子が優位な室内環境」のもとで「ＮＫ細胞の活性化（免疫力）が高まる」ことを明らかにす
ることができました。

“健康を守り、健康を育む”住まいづくりを目指して
『ウェルネス エアー』で心豊かな“ウェルネス・ライフ”を。

健康志向が高まる中、住まいの快適な室内環境については、これまで健康被害の除去（ＶＯＣを始めシックハウス対策な
ど）や健康維持（バリアフリー、高断熱仕様による温度差の少ない部屋づくり）が重点的に行われてきました。さらに今回
の研究結果により、心身共に“健康的な室内環境を創りだす”という新たな領域（健康維持増進、予防医学）への一歩を見出
すことができ、まさにここから“ウェルネスライフ社会”に向けた『人と住まいと健康づくり』という新しい未来が始まりそ
うです。これを機にヤマダＳｘＬでは、心豊かな住まいづくりと共に、身も心も健やかで健康を呼び込む住まいの実現を目
指し、新築事業、リフォーム事業を始め、新たな市場創造に向けて積極的に取り組んでまいります。

●伝統的な木炭の癒し効果を最大限に発揮。 
通常の室内は一般にプラスイオンが多く、これをマイナ
スイオンが多い環境に改善します（添付資料参照）
●部屋に、居ながら森林浴（リラクゼーション）
清潔な美しい空気に包まれ、まるで森林浴に近い心地良
さで、快眠へといざなうことでしょう。
●ＮＫ細胞の活性化(免疫力の向上)
10代後半がピークで､50代（～60代）からはピーク時の
およそ半分になるといわれているNK細胞の活性化(免疫
力の向上／添付資料参照)をサポートします。
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◇

陰性荷電粒子が優位な室内空気環境での長期生活によるNK細胞活性化の増強
◆空気イオン改善装置と検体採取（右図） 

A：本システムがONの時、プラス荷電粒子が壁や天井へ
引き寄せられ、結果的にマイナス荷電粒子が優位な室内
環境となる。
B：7人のモニターそれぞれの実生活環境に本システムを
導入し、3ヶ月毎に本システムのON（16回）とOFF（13
回）を繰り返し、その都度に採血、採尿を行って生体解
析を行った。

◆『NK細胞活性化』の生体反応変化（下図）

◆生体反応データ分析のポイントと考察

上図は採取した生体サンプルのNK細胞の活性度合い（増減の変化）を相対的にまとめたもの。NK：Target比率を10：1と
20：1の2種類の分析を行い、AはOFFからONにした際の、CはONからOFFにした際の活性度の変化を示し、それぞれBとD
に集約。ONトライでの活性度増加とOFFトライでの減弱を確認。（有意水準：p値<0.05）

◇ONの空気環境（負荷電粒子が優位な環境）では、p値0.017～0.031の確率性でNK細胞の活性増加が認められ、
◇逆にOFFの場合（通常の空気環境）では、p値0.0002～0.013の確率性でNK細胞の活性減少が認められた。
◇したがって、本システム（空気イオン改善装置）によるマイナス荷電粒子優位な環境下では、NK活性化の増強に繋がるこ
とが確認できたので、住宅やオフィスに設置されても良いと考える。

◇参考資料　　　“マイナス荷電粒子（マイナスイオン）が優位な環境”について 

◆ 「空気イオン改善装置」によるシステム『Wellness Air』の仕組みとその効果（魅力）

本システムの概要は、まず特殊木炭塗料を部屋の天井や壁面
に下地材として全面塗布を施し、次に高品質の木炭だけが持
つ通電特性を活かし、そこに微弱電流を流して「空気イオン
改善装置」により、天井、壁面をマイナス帯電化させます。
そうすることにより、空気中のニオイ、化学物質、ハウスダ

http://journals.plos.org/plosone/article?id=10.1371/journal.pone.0132373


ストやプラス荷電粒子が天井や壁面に引きつけられ、室内は
マイナス荷電粒子の割合が高まるという工学的な原理を導入
しています。
　その結果、室内は清潔感ある快適環境と共にいわゆるマイ
ナスイオンが優位な森林浴に近い空気環境が形成され、『Ｎ
Ｋ細胞活性化の向上』が期待できる住空間に生まれ変わりま
す。

※ ｐ値とは、ある実験によってその群間差（結果）が偶然発生する可能性を示す尺度。　　ｐ値が0.05の場合、「偶然では
ない確率は5％」となります。
　　ｐ値が小さくなるほど偶然の可能性が減少し、0.05未満であれば統計学的に偶然ではなく、有意性があると考えられて
います。
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